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介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
入
所
者
の
立
場
に
立
っ
て
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

介
護
医
療
院
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。）、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

第
三
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

療
養
床

療
養
室
の
う
ち
、
入
所
者
一
人
当
た
り
の
寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
の
部
分
を
い
う
。

二

Ⅰ
型
療
養
床

療
養
床
の
う
ち
、
主
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
療
養
が
必
要
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
重
篤
な
身
体

疾
患
を
有
す
る
者
、
身
体
合
併
症
を
有
す
る
認
知
症
高
齢
者
等
を
入
所
さ
せ
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。

三

Ⅱ
型
療
養
床

療
養
床
の
う
ち
、
Ⅰ
型
療
養
床
以
外
の
も
の
を
い
う
。

第
二
章

人
員
に
関
す
る
基
準

（
従
業
者
の
員
数
）

第
四
条

法
第
百
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
医
療
院
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
及
び

介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師

常
勤
換
算
方
法
で
、
介
護
医
療
院
の
入
所
者
の
う
ち
Ⅰ
型
療
養
床
の
利
用
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六

項
に
お
い
て
「
Ⅰ
型
入
所
者
」
と
い
う
。）の
数
を
四
十
八
で
除
し
た
数
に
、
介
護
医
療
院
の
入
所
者
の
う
ち
Ⅱ
型

療
養
床
の
利
用
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
Ⅱ
型
入
所
者
」
と
い
う
。）の
数
を
百
で
除
し
た
数
を

加
え
て
得
た
数
以
上
（
そ
の
数
が
三
に
満
た
な
い
と
き
は
三
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と

き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。）（
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
医
療
院
に
宿
直
を
行
う

医
師
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
所
者
の
数
を
百
で
除
し
た
数
以
上
（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。）と
す
る
。）

二

薬
剤
師

常
勤
換
算
方
法
で
、
Ⅰ
型
入
所
者
の
数
を
百
五
十
で
除
し
た
数
に
、
Ⅱ
型
入
所
者
の
数
を
三
百
で
除

し
た
数
を
加
え
て
得
た
数
以
上

三

看
護
師
又
は
准
看
護
師
（
第
十
二
条
及
び
第
五
十
二
条
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。）
常
勤
換
算
方
法

で
、
介
護
医
療
院
の
入
所
者
の
数
を
六
で
除
し
た
数
以
上

四

介
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
Ⅰ
型
入
所
者
の
数
を
五
で
除
し
た
数
に
、
Ⅱ
型
入
所
者
の
数
を
六
で
除
し
た

数
を
加
え
て
得
た
数
以
上

五

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士

介
護
医
療
院
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数

六

栄
養
士

入
所
定
員
百
以
上
の
介
護
医
療
院
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上

七

介
護
支
援
専
門
員

一
以
上
（
入
所
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
を
標
準
と
す
る
。）

八

診
療
放
射
線
技
師

介
護
医
療
院
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数

九

調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
従
業
者

介
護
医
療
院
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数

２

前
項
の
入
所
者
の
数
は
、
前
年
度
の
平
均
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
規
に
許
可
を
受
け
る
場
合
は
、
推
定
数
に
よ

る
。

３

第
一
項
の
常
勤
換
算
方
法
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
従
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
延
時
間
数
の
総
数
を
当
該
介
護

医
療
院
に
お
い
て
常
勤
の
従
業
者
が
勤
務
す
べ
き
時
間
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
常
勤
の
従
業
者
の
員
数
に
換
算
す

る
方
法
を
い
う
。

４

介
護
医
療
院
の
従
業
者
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
職
務
に
従
事
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

介
護
医
療
院
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
（
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
を
い
う
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
を
併
設
す
る
場
合
の

介
護
医
療
院
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
介
護
職
員
を
除
き
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

５

介
護
医
療
院
の
介
護
支
援
専
門
員
は
、
専
ら
そ
の
職
務
に
従
事
す
る
常
勤
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、当
該
介
護
医
療
院
の
他
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

介
護
支
援
専
門
員
が
次
項
に
規
定
す
る
医
療
機
関
併
設
型
介
護
医
療
院
の
職
務
に
従
事
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

医
療
機
関
併
設
型
介
護
医
療
院
の
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
医
療
機
関
併
設
型
介
護
医
療
院

に
併
設
さ
れ
る
病
院
又
は
診
療
所
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
併
設
型
介
護
医
療
院
（
病
院
又
は
診
療
所
に
併
設
さ
れ
、
入

所
者
の
療
養
生
活
の
支
援
を
目
的
と
す
る
介
護
医
療
院
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て

同
じ
。）の
医
師
の
員
数
の
基
準
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
Ⅰ
型
入
所
者
の
数
を
四
十
八
で
除
し
た
数
に
、
Ⅱ
型
入
所

者
の
数
を
百
で
除
し
た
数
を
加
え
て
得
た
数
以
上
と
す
る
。

７

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
並
び
に
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
併
設
型
小
規

模
介
護
医
療
院
（
医
療
機
関
併
設
型
介
護
医
療
院
の
う
ち
、
入
所
定
員
が
十
九
人
以
下
の
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
医
師
、
薬
剤
師
、
介
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は

言
語
聴
覚
士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

医
師
、
薬
剤
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士

併
設
さ
れ
る
医
療
機
関
が
病
院
の

場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
病
院
の
医
師
、
薬
剤
師
又
は
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
に
よ
り
、

併
設
さ
れ
る
医
療
機
関
が
診
療
所
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
診
療
所
の
医
師
に
よ
り
当
該
併
設
型
小
規
模
介
護
医

療
院
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

介
護
職
員

常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
併
設
型
小
規
模
介
護
医
療
院
の
入
所
者
の
数
を
六
で
除
し
た
数
以
上

三

介
護
支
援
専
門
員

当
該
併
設
型
小
規
模
介
護
医
療
院
の
実
情
に
応
じ
た
適
当
数

第
三
章

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
条

介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

療
養
室

二

診
察
室

三

処
置
室

四

機
能
訓
練
室

五

談
話
室

六

食
堂

七

浴
室

八

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム

九

洗
面
所

十

便
所

十
一

サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

十
二

調
理
室

十
三

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場

十
四

汚
物
処
理
室

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

療
養
室

イ

一
の
療
養
室
の
定
員
は
、
四
人
以
下
と
す
る
こ
と
。

ロ

入
所
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積
は
、
八
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

ハ

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

ニ

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る
こ
と
。

ホ

入
所
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮
し
た
療
養
床
を
備
え
る
こ
と
。

ヘ

入
所
者
の
身
の
回
り
品
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。

ト

ナ
ー
ス
・
コ
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
。
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